
 
⿅児島⼤学の研究者と対話できる「場」を定期的に開催し、産学連携のきっかけをつくること

で企業の抱える技術的な課題解決をサポートし、新しいビジネスの創出を⽬指します。 
 

⽇ 時 ▶ 第 3 回 2021 年 11 ⽉ 25 ⽇（⽊）14︓00〜15︓30 
場 所 ▶ mark MEIZAN 2F ユーティリティスタジオ（⿅児島市名⼭町 9-15） 

募 集 対 象  ▶ 産学連携に興味のある事業者（定員:10 名 参加費:無料） 
 
 
 

発表テーマ  ▶ データを使ってビジネス課題を解決します 

研究シーズの概要 ▶ 

「顧客にどのような価値を提供すべきか︖」このようなビジネス上の課題
の解決を試みる際に，アンケート調査や web 上のビッグデータから収
集したデータを分析して，その分析結果に基づき経営上の意思決定
をおこなっているかと思います。このプロセスを⼤学とともに取り組むこと
で，その効果をより⾼めることができます。ビジネス上の課題を解決す
る「調査の⼿続きや⽅法」から「分析結果の経営上の意思決定への
反映」まで，⼤学とどう取り組めるのかご紹介いたします。 

 

 

⾺場 武 ⽒ 
⿅児島⼤学 
法⽂学部 法経社会学 経済コース 講師 
Profile 
メガバンクのシステム開発に従事した後，⿅児島⼤学⼤学院⼈⽂社
会科学研究科を修了。清泉⼥学院短期⼤学助教を経て，現職。
情報と知識の経営学およびマーケティングマネジメントの観点から地域
産業や地域資源の持続可能性について研究中。専⾨社会調査⼠。 

キーワード ▶ 定量的データ分析，定性的データ分析（テキストデータ分析・インタ
ビューデータ分析），マーケティングリサーチ，商品開発 

企業の取組に対して 
協⼒できる主な事項 ▶ ビジネス課題を解決するための調査設計，データの収集・蓄積・分

析，データ分析に基づく意思決定に関する相談 
マッチング活⽤が 
期待される企業 ▶ データ駆動型経営に関⼼がある事業者，社内データの分析を始めた

い事業者，より主体的にマーケティングリサーチに取り組みたい事業者 
 

かごしま Tech ミーティングとは... 
 かごしま Tech ミーティングとは、⼤学が持つ先端技術を地域企業が知る「きっかけづくり」の場として
2017 年から始まった少⼈数（10 名程度）ミーティング。毎回「⾷・ヘルスケア・環境」分野を中⼼に、
応⽤が期待できるシーズ（技術等）をもつ⼤学研究者をゲストスピーカーとして招聘し、⼤学研究者と
企業が「近い距離」で「双⽅向」に企業の困りごと（ニーズ）相談や研究シーズの利⽤⽅法について気
軽にディスカッションする場として運営されています。 
（昨年度の開催状況） 
http://www.city.kagoshima.lg.jp/san-sousyutu/techmeeting.html 
 
 
 
 

主催︓⿅児島⼤学産学・地域共創センター  共催︓⿅児島市 
 

 



第3回 お申し込み⽤紙 
 

申込締切 2021 年 11 ⽉ 18 ⽇（⽊） 
 

以下に、必要事項をご記⼊の上、FAX または E-mail でお申し込みください。 
 
 

F A X ▶ 099-285-8495 
⿅児島⼤学産学・地域共創センター 連携推進部⾨ 

E - m a i l ▶ liaison01@gm.kagoshima-u.ac.jp 
申込締切 ▶ 11⽉ 18⽇（⽊）締切（先着順） 

 
 

ご参加お申し込み事項 

貴社名 ▶ 貴社名︓ ／主たる業種︓ 

本社所在
地 ▶ □⿅児島市内  □⿅児島市外(     市) 

ご参加者① ▶ 
所属部署 ︓   

役職 ︓ ⽒名 ︓ 

ご参加者② ▶ 
所属部署 ︓   

役職 ︓ ⽒名 ︓ 

ご連絡先 ▶ 
電話番号    

E-mail @ 

その他 ▶ 

産学連携（共同研究・受託研究など）の実績 ︓ □あり ／ □なし 
先⽣への質問・相談したい内容など、ありましたらご記⼊ください。 
 
 
 

 

l 本年度は、⿅児島⼤学産学・地域共創センターが企画・運営しています。 
l ご記⼊いただいた個⼈情報は、本企画に関する業務のみ使⽤します。 
l 会場には駐⾞場がございません。お⾞でお越しの際は、お近くのコインパーキングをご利⽤ください。 
 
 

お問い合わせ先 
⿅児島⼤学産学・地域共創センター 連携推進部⾨ 
TEL 099-285-8491（直通）FAX 099-285-8495  
E-mail liaison01@gm.kagoshima-u.ac.jp  

 

申込みWebサイト 


